
「らく税検定」講座第6回 

税金と社会保険の関係 
〜130万・106万・103万の壁ってなに？〜

🄫2025REBFLEET



前回の
おさらい
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節税の基本と控除のしくみ 
〜知らないと損する引けるお金〜

控除とは何か？がはっきりわかる

節税＝ズルではなく「ルールに沿った正当な引き算」

自分が使える控除を発見する



今日のゴール
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税金と社会保険の違いを理解する

よく聞く「○○万の壁」が何を意味しているかを知る

将来のために“損しない選択”を考えられるようになる



税金と社会保険のちがい
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【税金】

　集めたお金の使い道が自由で、一般会計として扱われます。

 
【社会保険料】

　集めたお金の使い道が初めから決まっており、特別会計として

扱われます。これは、医療保険や年金など、特定の目的のために

使用されます。 



人によって異なる色んな壁
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壁の種類 改正後 改正前

社会保険に入る
(※) 106万円 106万円

住民税がかかる 110万円 100万円
税金の扶養から
外れる 123万円 103万円

健康保険の扶養
から外れる 130万円 130万円

所得税がかかる 160万円 103万円

壁の種類 改正後 改正前
住民税の均等割
がかかる 110万円 100万円

住民税の所得割
がかかる 134万円 124万円

健康保険の扶養
から外れる 150万円 130万円

税金の扶養から
少し外れる 150万円 103万円

所得税がかかる 160万円 103万円

壁の種類 改正後 改正前

社会保険に入る
(※)

106万円 106万円

住民税がかかる 110万円 100万円

社会保険の扶養
から外れる

130万円 130万円

所得税がかかる 160万円 103万円

税負担が少し増える
配偶者特別控除 160万円 150万円

※従業員数51人以上の企業で働く場合

配偶者 扶養家族 大学生

※16歳以上で大学生以外の子供や、親などで、扶養
に入っている人が対象

※学生でない場合は、106万円の壁も対象になる。

※19歳～22歳以下の大学生が対象



選択肢を広げる
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給与

給与＋副業

自営業

経営者

会社の社会保険に強制加入

会社の社会保険に強制加入＋節税

加入する健保組合など検討＋節税

加入する健保組合など検討＋給料の

調整＋節税

投資家 税率が20％を選べる



税の公平性など

🄫2025REBFLEET 引用：内閣府「第19回税制調査会 財務省説明資料（個人所得課税）」から抜粋したもので、横軸に申告納税者の合計所得金額、縦軸に所得税の負担率を取っています。



＋α：健保組合・マイクロ法人の選択肢
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【業界の健保組合】

　健保協会以外にも「業界の健康保険組合」加入で保険料が安くなるケースあり

　例：税理士国保、文芸美術国保、建設国保などは収入に関係なく定額

　所得が高くなる人には選択肢のひとつ

【マイクロ法人スキーム】

マイクロ法人スキームとは？

フリーランスが法人を設立し、自身を役員にすることで社会保険に加入

役員報酬を最小にしつつ、法人経由で経費計上や厚生年金加入を実現



ワーク：自分の今の立ち位置をチェックしよう！
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【業界の健保組合】

　健保協会以外にも「業界の健康保険組合」加入で保険料が安くなるケースあり

　例：税理士国保、文芸美術国保、建設国保などは収入に関係なく定額

　所得が高くなる人には選択肢のひとつ

【マイクロ法人スキーム】

マイクロ法人スキームとは？

フリーランスが法人を設立し、自身を役員にすることで社会保険に加入

役員報酬を最小にしつつ、法人経由で経費計上や厚生年金加入を実現



・貯蓄

・投資

・生活費

・売上

・資金獲得

生活費と法人運営資金繰りを考える必要がある
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・給与　5万円

会社 家庭

業務委託25万円



健保、厚生年金保険料額表



まとめと次回予告

🄫2025REBFLEET

✅ 「壁」は制度がつくった“線”にすぎない

✅ 大切なのは「どこで止めるか」より「どう生きるか」

✅ 税と社保の関係性を知って、自分の働き方を選べる力を！

📘次回テーマ：「インボイス制度と請求書実務」


